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＜今日的な課題＞

□学力向上
□不登校児童生徒の解消
□いじめ
□外国籍の児童生徒対応
□発達に課題があり、特性のある児童生徒対応
　特別支援教育、インクルーシブ教育
□働き方改革につながる取組
□教職員事故及び不祥事防止への取組　　など



＜遠隔・オンライン教育を含むICTを活用した学びの在り方＞





GIGAスクール構想を活かした取り組み

多様な生徒に多様な学びの場づくり

不登校生徒への学習支援



＜具体的な学習支援策＞

１　相談室及びステップルームでの
　　　　　　　　　デジタル教材を活用した自学　

２　相談室及びステップルームでの
　　　　　　　　　オンライン授業の実施

３　相談室及びステップルームでの
　　　　　　　　　録画した授業を活用した自学

４　家庭へのオンライン授業（対面式）の配信



・原則、感染対策を徹底しながら教育活動を行う。
・ただし、感染リスクを可能な限り低減しつつ教育活動を継続するため、児童生徒の
　接触機会の減少や身体的距離２ｍ（最低１ｍ）の確保に留意する。
・オンライン授業については、授業時数にカウントしない。
・オンライン授業について、学習の状況や成果は学校における学習評価に反映するこ
　とができる。
・オンライン授業について、児童生徒の学習状況及び成果を確認した結果、十分な学
　習内容の定着が見られ、再度指導する必要がないものと校長が判断したときには、
　当該内容を再度学校における対面指導で取り扱わないこととすることができる。
　「感染症や災害の発生等の非常時にやむを得ず学校に登校できない児童生徒の学習
　　　指導について（通知）」（令和3年2月19日付　文科省通知）参照。

「緊急事態宣言に伴う学校の対応等について」
（２学期開始～緊急事態宣言が解除されるまでの期間）

積極的にオンライン授業を実施すること



１　デジタル教材を活用した自学

市内全中学校に導入されているド
リルソフト「ｅライブラリ」を活
用し、全教科、小学校復習、中学
校の予復習、公立高校入試問題な
ど各自の目的に応じて使用します。

生徒一人ひとりにＩＤが割り振ら
れているので、家庭でもネット
ワーク環境があれば活用できます。



２　オンライン授業（対面授業）の配信＜別室＞

・本校では、さわやか相談室とともにステップ
　ルームを開設し、教室へのアプローチや学習保
　障の場として活用している。
・ステップルームには担教員１名を配置し、生徒
　の様子を観察するとともに、簡単な質問に答え
　たり、機器のトラブル等の解消を行っている。
・教室における対面式授業を配信している。主に
　板書を中心とするが、教師の説明や生徒の発言
　などを聞きながら学習を進めている。
・学習保障とともに、学級の雰囲気を知ることで
　次へのステップにつながればと考える。



３　録画した授業を活用した自学

相談室登校の生徒が自分で見たい時に自由に見ることができるよう、授業を録画
し必要に応じて活用する。今後は家庭学習用にも活用をしていく。



４　オンライン授業（対面式）の配信＜家庭＞

家庭でのタブレット端末使用に際し、
生徒指導の面からも使用上のルール
を確認した上で授業を行う必要性が
あります。また、著作権について、
教員が正しい知識を身に付ける必要
性も同時に出てきます。



今後の課題

・オンライン授業実施の際の授業時数カウントの
　基準の明確化
・オンライン授業における評価
・クラスのオンライン授業に、自身が参加していること
　を知られたくない生徒の対応（別端末の活用）
・家庭のＷｉｆｉ環境整備（市教委よりルーター貸出有）


